
 

 

 

 

 

 

平 成 29 年 度 

 

第１回総合教育会議会議録 
 

（開会 平成29年11月22日） 

（閉会 平成29年11月22日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県可児市教育委員会 

 



平成29年11月22日午後３時00分開会 

 出席者 

冨田成輝君（市長）           篭橋義朗君（教育長） 

丹羽千明君（教育委員）         星野京子君（教育委員） 

生駒隆昌君（教育委員）         伊藤小百合君（教育委員） 

長瀬治義君（事務局長）         細野雅央君（教育総務課長） 

三品芳則君（学校教育課長） 

 

 教育委員会事務局職員 

石原雅行君（教育総務課総務係長）    本田雄太君（教育総務課総務係） 
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開会 午後３時00分  

 

 開会の宣告  

○ 市長（冨田成輝君） 平成29年度第１回総合教育会議の開催を宣告。 

 

あいさつ  

○ 市長（冨田成輝君） お忙しい中、お集まりいただき感謝する。 

  本年度第１回目の貴重な機会。可児市の子どもたちのために生かしていきたい。本日

の議題は平成30年度当初予算案についてと笑顔の学校の更なる推進に向けてについてと

その他とある。遠慮なく色々な意見をお願いしたい。 

 

議題  

○ 市長（冨田成輝君） １つ目の議題、平成30年度当初予算案。教育委員の皆様方が

今まで学校を回った中で、ぜひこういうところをより充実するべきことや、これには

異論があるなど、率直な意見をお聞かせ願いたい。 

 

○ 教育委員（丹羽千明君） 学校設備等に関し、大変迅速に動いていただいている。

例えばトイレの様式化や今渡北小のプレハブ校舎、ばら教室の増築など。今後も継続

できるようお願いしたい。 

 教育委員の話合いでは、人の手配、特にスクールサポーターについては学校訪問をす

ると必ず話を聞く。スクールサポーター以外にも、外国人増対応のための通訳サポータ

ー、また、かにっこ英語のプログラムが準備段階に入っており、人的な増員をお願いし

たい。 

 

○ 教育委員（星野京子君） 今、可児市の学校はとても落ちついており、学校訪問等

で、教員と児童生徒の関係が良いと感じている。旭小の道徳の公表会に出席したが、

温かい雰囲気で、そして温かい人間関係を築くということを念頭に道徳の授業ができ

ていた。それを継続するためには、丹羽委員と重ねてお願いするが、人件費に関して

お願いしたい。 

 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 可児市はこの少子化の中、今渡北小学校や広見小学校な

ど非常に子どもが増えている。それに伴い特別支援、発達障がいの子も増えている。

先生には一生懸命授業をやっていただいているが、そういった児童のサポートをスク

ールサポーターの方々が行い、なんとか授業が成り立っているのが現状。子どもたち

は、特別支援の子ばかりではないが、普通の子どもたちにとっても、先生と同じよう

な感覚でスクールサポーターの人たちと接しており、貴重な存在。 

今年度の予算ではタブレットというハード面での支援をいただいたが、そういったも

のを生かすために、スクールサポーターの他、スーパーバイザーなどを配置していただ

きたい。 
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○ 教育委員（伊藤小百合君） 委員になって日は浅いが、他の委員や関係機関などか

ら話を伺い勉強させていただいている。スクールサポーターに関して、帷子小学校の

話になるが、低学年を含め１～３年生におおむね各１人スクールサポーターがついて

いた。たまたま聞いた話だが、今年の１年生はちょっと落ちつきがない子が多いらし

く、そういったところに不安な声もあがっている。そのような問題の解消のためにも

人的面のサポートはお願いしたい。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 現在のスクールサポーターの配置状況はいかがか。 

 

○ 事務局長（長瀬治義君） 60人。市内小中学校各校に３～４人程度の割合で配置さ

れている。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 委員の皆さんの話は、現在60人いるスクールサポーターの人

数を増やしたいということで良いか。現状で不足しているのか、増やしたほうが良い

という話か、どのようなイメージか。 

 

○ 教育委員（丹羽千明君） 昨年度は59人であったが、今年度は１人増であった。切

りがない話ではあるが、一人でも多く確保できれば、子どもたちの環境は良くなる。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 了解した。１人でも２人でも多く確保したいということ。人

材の確保には苦労すると思うが、子どもたちにとってよりよい環境となるよう、教育

委員会には努力していただきたい。 

 ２つ目の議題、笑顔の学校のさらなる推進に向けて。学校２期制の導入について、ま

た、多忙化解消について意見をお聞かせ願いたい。 

 

○ 教育委員（丹羽千明君） 学校２期制の導入については、子どもたちのためにとい

う視点で考えている。２期制の導入により、夏休み前後においてテスト期間や体育行

事等の慌ただしさの解消が期待できる。また、夏休みを有意義に過ごせるのではとい

う狙いもある。概ね10月を境にして２期制を導入したいと考えている。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 感覚的に１年生は新入学してあっという間に１学期が終わり、

慣れた頃に夏休みになってしまう。 

 

○ 教育長（篭橋義朗君） また、中学３年生の３学期はとても短い。 

 

○ 教育委員（生駒隆昌君） １年間を３学期に分けるとバランスが悪いが、通年にす

るにはモチベーションを保てる子どもたちばかりではない。気持ちを切り替える節目

をつくる２期制が良い落としどころではないか。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 了解した。まずは２期制。もっとも、小学校は６年間の区切
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りが基本であると私は考える。実務ではなく、子どもたちが小学校でマスターすべき

こと、学業以外にも人づき合いや、ふるさとのことを知ることなど。６年間でこれだ

けのことは最低知ってほしいということも大切にしていただきたい。 

 ２期制にするデメリットはあるか。 

 

○ 教育委員（丹羽千明君） 子どもたちの事情によるが、短期で区切って、集中して

テストに望んだほうが成績が良くなるという子もいる。本来はそのときの勉強ではな

く毎日の積み重ねが大切だとは思うが。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 短期的に受験などのためなら多少理解できるが、小学校、中

学校で身につけるべき知識は簡単に忘れてもらっては困る。時間をかけてマスターし

てほしい。 

 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 学校生活の中で生徒会など、既に前期・後期で実施して

いるものもあり、区切りとしては、大きな混乱なく受け入れてくれるのではないかと

思う。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 子どもたちにとっての２期制の導入のメリット、また先生に

とっても多忙化、多忙感とよく聞く。いい機会ではあるので、２期制を進める方向で

準備したい。実施するとなると、了解があれば来年度からになるか。 

 

○ 学校教育課長（三品芳則君） 来年度４月から施行できればと考えている。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 了解した。可児・加茂で２期制を導入している学校はあるか。 

 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 今はない。近郊だと多治見市･･･。 

 

○ 教育委員（丹羽千明君） 犬山市も導入している。 

 

○ 教育長（篭橋義朗君） その他には土岐が半分、中学校は２期制。また、岐阜地区

は学校に選択させ、２期制を導入している学校が多くある。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 先行事例の確認はいかがか。 

 

○ 学校教育課長（三品芳則君） 多治見市などに確認し、当初は多少の質問はあった

ようだが、今はすっかり馴染んでいる様子。子どもたちや先生にもゆとりが出て、大

変良い制度だと伺った。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 了解した。導入については、子どもたち、保護者、先生にと

って実りのあるものにしていただきたい。 
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○ 教育長（篭橋義朗君） 了解した。 

 

○ 市長（冨田成輝君） 予定の議題２件は終了した。その他、御意見あれば伺いたい。 

 

［学校規模、地域活動、青少年育成等について市長と教育委員が懇談］ 

 

 閉会の宣告 

○ 市長（冨田成輝君） 本日も、多数意見をいただき感謝する。可児市の子どもたち

のために、一番中心となるのは義務教育であると考えている。今後も教育委員の常日

ごろ考えを聞かせていただければありがたい。 

平成29年度第１回総合教育会議の閉会を宣告。 

閉会 午後３時59分  

 


